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子供のための音楽劇｢森へのさそい｣から
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ヒューマン･グリーン･プラン

「国有林野の活用」の名のもと、国民

の森が、次々とリゾート開発企業に供さ
れてい<｡ リゾート法と並び、ヒューマ

ングリーンプランはその推進の根拠であ

る。

国
有
林
野
事
業
は
「
独
立
採
算
性
」
で

経
営
管
理
さ
れ
、
日
本
林
業
の
中
核
を
な

し
て
き
た
。
し
か
し
高
度
成
長
期
の
大
企

業
の
た
め
の
乱
伐
や
木
材
の
輸
入
自
由
化

に
よ
る
価
格
の
低
迷
、
人
件
費
増
大
な
ど

で
、
七
十
五
年
以
後
赤
字
経
営
に
転
落
し

た
。
政
府
は
、
そ
の
対
策
と
し
て
七
十
八

年
に
「
国
有
林
野
事
業
特
別
措
置
法
」
を

制
定
し
、
「
改
善
計
画
」
を
立
て
黒
字
経
営

を
目
指
し
て
合
理
化
に
の
り
出
し
た
。
が

林
業
を
め
ぐ
る
状
況
は
好
転
せ
ず
「
改
善

計
画
」
の
改
訂
を
重
ね
た
。
し
か
し
な
お

現
在
ま
で
悪
化
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い

る
。

ヒ
ュ
ー
マ
ン
・
グ
リ
ー
ン
・
プ
ラ
ン
は

そ
の
よ
う
な
背
景
か
ら
生
ま
れ
た
。
八
十

七
年
二
月
、
林
野
庁
長
官
が
営
林
局
に
あ

て
一
片
の
通
達
「
森
林
空
間
総
合
利
用
実

施
に
つ
い
て
」
を
出
し
た
の
が
そ
れ
で
あ

る
。
続
い
て
同
年
七
月
の
国
会
に
出
さ
れ

た
改
善
計
画
改
訂
の
中
の
「
国
有
林
野
事

業
に
係
る
収
入
の
確
保
に
関
す
る
事
項
」

の
重
要
な
一
部
門
に
ヒ
ュ
ー
マ
ン
。
グ
リ

ー
ン
・
プ
ラ
ン
を
位
置
づ
け
た
。
実
は
収

背
景
と
経
過

ヒ
ュ
ー
マ
ン
。
グ
リ
ー
ン

プ
ラ
ン
と
は
何
か

入
の
確
保
に
関
す
る
事
項
は
現
在
の
リ
ゾ

ー
ト
乱
開
発
の
拠
り
ど
こ
ろ
と
な
っ
て
い

る
も
の
で
内
容
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

Ｉ
林
産
物
の
販
売
収
入
の
確
保

Ⅱ
森
林
空
間
の
総
合
利
用
と
林
野
・

土
地
売
払
い
等
に
よ
る
収
入
の
確
保

①
森
林
空
間
の
総
合
利
用
等
の

推
進

②
林
野
。
土
地
の
売
払
い
等
の

推
進

③
分
収
育
林
等
の
推
進

④
受
託
事
業
の
推
進

Ｈ
１
①
に
つ
い
て
、
実
施
に
あ
た
っ
て

広
大
な
山
を
切
り
開
い
て
新
規
オ
ー
プ
ン
す
る
赤
井
川
村
の
キ
ロ
ロ
ス
キ
ー
ワ
ー
ル
ド
。
手
前
の
ホ
テ

ル
（
一
泊
ツ
イ
ン
二
万
’
四
万
円
）
は
年
末
年
始
は
す
で
に
予
約
で
満
ぱ
い
Ｉ
北
海
道
新
聞
社
ヘ
リ
か
ら

は
、
国
有
林
野
の
中
の
保
健
・
文
化
機
能

の
高
い
森
林
空
間
及
び
温
泉
資
源
等
を
積

極
的
に
国
民
の
利
用
に
供
す
る
、
ま
た
第

三
セ
ク
タ
ー
の
民
間
活
力
を
活
用
す
る
な

ど
と
説
明
し
て
い
る
。
そ
の
後
八
十
九
年

四
月
に
は
、
前
記
八
十
七
年
通
達
に
示
さ

れ
て
い
た
「
森
林
空
間
総
合
利
用
実
施
要

領
」
の
運
用
に
つ
い
て
、
続
い
て
七
月
に

実
施
に
あ
た
っ
て
の
留
意
事
項
に
つ
い
て

が
林
野
庁
か
ら
出
さ
れ
推
進
手
順
が
整
え

ら
れ
た
。

ち
な
み
に
ヒ
ュ
ー
マ
ン
・
グ
リ
ー
ン
・

プ
ラ
ン
の
目
的
は
国
有
林
の
活
用
で
、
リ199111.9北海道新聞夕刊
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ゾ
ー
ト
法
に
共
通
し
て
い
る
た
め
混
同
さ
事
業
主
体
は
事
業
地
内
の
施
設
毎
に
、

、

れ
が
ち
だ
が
別
の
も
の
で
、
リ
ゾ
ー
ト
法
国
に
、
地
方
公
共
団
体
、
第
三
セ
ク
タ
ー

成
立
（
前
出
八
十
七
年
七
月
国
会
）
よ
り
民
間
の
い
ず
れ
か
で
あ
る
が
、
特
に
民
間

五
ヵ
月
早
く
林
野
庁
か
ら
出
さ
れ
た
も
の
活
力
に
期
待
が
か
け
ら
れ
て
い
る
。
企
業

で
あ
る
。

に
は
①
地
域
産
業
の
確
立
及
び
地
域
特
産

物
の
消
費
拡
大
並
び
に
就
業
機
会
の
増

指
定
状
況
と
事
業
概
要

大
。
②
国
有
林
材
を
含
む
国
産
材
利
用
の

ヒ
ュ
ー
マ
ン
・
グ
リ
ー
ン
・
・
フ
ラ
ン
の
推
進
（
ロ
グ
ハ
ウ
ス
等
は
輸
入
材
を
使
わ

候
補
地
は
、
八
十
九
年
に
全
国
で
、
一
五
な
と
。
③
農
山
村
地
域
と
都
市
と
の
交
流

三
、
道
内
で
三
十
六
と
な
っ
て
い
る
。
現
の
推
進
を
責
務
と
し
て
要
請
し
て
い
る

在
そ
れ
ら
の
候
補
地
の
う
ち
、
す
で
に
指
（
前
出
実
施
要
領
第
六
’
五
）
。

碇
蝿
韮
帷
一
球
や
傘
咋
噛
抽
壺
沁
｛
フ
棚
排
計
画
推
進
手
順

ｊ津
別
ヒ
ュ
ー
マ
ン
・
グ
リ
ー
ン
・
・
フ
ラ
ン
、
千
歳
を
例
に
あ
げ
る
と
、
ま
ず
市
が
マ

’
一
セ
コ
グ
リ
ー
ン
ト
ビ
ア
（
倶
知
安
町
）
ス
タ
ー
プ
ラ
ソ
を
作
り
、
北
海
道
営
林
局

で
あ
り
、
指
定
は
ま
だ
だ
が
、
ア
セ
ス
メ
が
そ
の
計
画
地
を
ヒ
ュ
ー
マ
ン
・
グ
リ
ー

ン
ト
段
階
に
至
っ
て
い
る
も
の
と
し
て
、
ン
・
プ
ラ
ン
の
適
地
と
し
て
選
定
し
次
に

狩
勝
高
原
（
新
得
町
）
、
大
滝
高
原
（
大
滝
選
定
か
ら
指
定
に
向
け
た
作
業
に
進
む
。

村
）
、
ト
マ
ム
（
占
冠
村
）
な
ど
が
あ
る
。
事
業
主
体
を
決
め
、
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト

候
補
地
と
し
て
は
、
支
笏
湖
周
辺
（
千
歳
調
査
を
市
は
行
な
い
実
施
計
画
を
作
成
す

市
）
の
計
画
が
具
体
化
し
て
お
り
、
更
に
る
。
そ
れ
に
対
し
て
営
林
局
は
「
森
林
空

道
内
に
は
左
頁
表
の
と
お
り
多
数
あ
げ
ら
間
総
合
利
用
管
理
経
営
方
針
書
」
を
作
成

れ
て
い
る
。
し
、
林
野
庁
長
官
の
承
認
を
得
、
営
林
局

昨
年
十
二
月
十
二
日
に
赤
井
川
が
全
道
長
が
地
域
指
定
を
し
、
公
表
す
る
、
と
い

第
一
号
と
し
て
オ
ー
。
フ
ン
し
、
継
い
で
津
う
順
序
で
あ
る
（
実
施
要
領
第
三
～
第

別
も
二
十
二
日
に
ス
キ
ー
場
の
み
オ
ー
・
フ
五
）
。
下
段
に
参
考
ま
で
に
未
定
稿
と
な
っ

ン
し
た
。
多
種
の
施
設
が
あ
る
の
で
、
完
て
い
る
が
千
歳
市
と
営
林
局
の
ブ
ロ
ー
チ

成
し
た
も
の
か
ら
順
に
オ
ー
・
フ
ン
さ
せ
、
ヤ
ー
ト
を
掲
栽
し
て
お
き
ま
す
。

最
終
的
に
一
大
リ
ゾ
ー
ト
地
が
形
成
さ
れ
（
編
集
室
）

る
こ
と
に
な
る
。

雑
木
計
画
策
定

（
文
書
要
請
）

事
業
の
実
施

（
環
境
ア
セ
ス
に
着
手
）

ヒ
ュ
ー
マ
ン
グ
リ
ー
ン
プ
ラ
ン
推
進
フ
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト
（
未
定
稿
）

千
歳
市
の
プ
ロ
ｌ

北
海
道
営
林
局
の
プ
ロ
！

雛
０
も

〆
の
咋

事
業
実
施
計
画
（
柧
類
・
規
模
）

需
要
予
測
・
資
金
計
画

収
支
予
測

法
令
制
限
と
許
認
可
の
見
通
し

地
域
住
民
の
意
向
・
勤
向

蝋
境
ア
セ
ス
報
告
譜
作
成

許
認
可
申
請
笹
作
成

各
施
設
計
画
・
イ
ベ
ン
ト
計
画

保
全
施
設
計
画

運
営
協
議
会
の
股
悩

推
進
に
関
す
る
協
定
護
締
結

4

実
施
計
画
推
進
組
織
の
設
立

（
参
加
企
業
の
確
認
）

第
三
セ
ク
タ
ー
設
立
発
起
人
会

民
間
企
業
が
実
施
主
体
の
場
合
は

市
と
の
協
定
締
結

土
地
所
有
者

北
海
道
．
営
林
署

環
境
庁
．
開
発
局

参
加
企
業
の
誘
致

現
地
の
現
状
把
握

事
業
の
規
模
・
概
要

場
所
及
び
面
積

企
業
と
市
の
役
割
分
担

検
討
委
員
会
・
研
究
会
発
足

北
海
道
新
長
期
計
画

千
歳
市
総
合
計
画

千
歳
市
土
地
利
用
計
画

千
歳
市
都
市
計
画

関
係
機
関
と
の
調
整
・
口
頭

要
請
（
内
諾
を
得
る
）

使
用
許
可
等
申
請

（
認
可
）

実
施
主
体
の
決
定

運
営
協
議
会
の
設
置

総
合
利
用
地
域
の
指
定
・
公
表

管
理
経
営
方
針
櫓
作
成

（
長
官
申
請
・
承
認
）

管
理
審
識
会
に
離
間

林
野
庁
と
管
理
審
議
会
に
っ

い
て
事
前
調
整

保
安
林
解
除
事
前
相
談

地
域
施
業
計
画
の
変
更

（
レ
ク
の
森
指
定
）

基
本
計
画
の
調
整

林
野
庁
へ
悩
報
提
出

（
管
理
・
計
画
・
治
山
）

Ｈ
・
Ｇ
・
Ｐ
推
進
委
員
会
に

お
い
て
検
討
・
協
議

（
内
諾
）

局
内
作
業
部
会
に
お
い
て
計

画
内
容
の
検
討
・
市
と
の
調

整
を
行
う

開
発
描
想
に
つ
い
て
事
務
担

当
者
段
階
で
事
前
説
明
を
受

け
る



ヒューマングリーンプラン指定地候補地一覧表

階鳴雫僅総甫'嶬寡墓”．、
世｜ 〃 旭川旭川･神居市民の森
，4 〃 美瑛｜ジヤパンヘルシーゾーン

# IJy'-i
|－両]~帯広|釧路昆布森ｼﾚパ

|凹一〃 ’弟子屈'摩周
,2' ｜ 〃 〃 弟子屈
'22 1 〃 上士幌|十勝三股
'231〃 ’ 〃 糠平

鳫仁丹薑-昊駕:o
26函館|室蘭大滝高原

'27〃 黒松内島牧
' 28 〃 室蘭有珠山・洞爺中島

'百丁〃 丁一オロフレ ニ｜
言

| 30 " ,八雲サランベふれあいの森

|訓〃 ｜森 ｜大沼･駒ケ岳
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「
‐

rリゾート開発の警鐘」リサイクル文化社より

アセスメントの

公聴会･審議会
大滝高原

」

ヒューマン･グリーン･プラン

大
滝
村
の
計
画
は
、
村
が

参
加
す
る
第
三
セ
ク
タ
ー
、

大
滝
高
原
開
発
公
社
が
事
業

主
体
と
な
り
、
徳
舜
瞥
山
と

ホ
ロ
ホ
ロ
山
の
斜
面
一
、
六

○
○
鯵
を
開
発
す
る
も
の
。

例
の
如
く
リ
ゾ
ー
ト
三
点
セ

ッ
ト
で
、
一
八
碑
ゴ
ル
フ

場
、
三
、
四
○
○
膝
コ
ー
ス

ス
キ
ー
場
、
ホ
テ
ル
、
テ
ニ

ス
コ
ー
ト
な
ど
が
造
ら
れ
る

予
定
で
あ
る
。

開
発
に
当
た
り
、
道
ア
セ

ス
メ
ン
ト
条
例
に
基
づ
き
、

環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
実

施
、
評
価
書
縦
覧
の
結
果
、

知
事
へ
の
意
見
が
出
た
こ
と

か
ら
公
聴
会
を
去
る
十
月
二

十
二
日
、
大
滝
村
で
開
き
公

募
で
集
ま
っ
た
公
述
人
（
反

対
十
四
人
、
賛
成
六
人
）
が

意
見
を
述
べ
た
。
こ
れ
ら
の

意
見
は
、
後
日
環
境
ア
セ
ス

審
議
会
に
提
出
さ
れ
た
。
審

議
結
果
が
知
事
に
答
申
さ

れ
、
一
応
手
続
き
が
踏
ま
れ

開
発
計
画
は
実
現
に
向
か
う

こ
と
に
な
る
。
ア
セ
ス
が
単

に
開
発
推
進
の
セ
レ
モ
ニ
ー

と
化
し
て
い
る
事
に
多
く
の

人
が
気
づ
き
、
怒
り
を
感
じ

始
め
て
い
る
。
５

NC

I

2

3

‘営林局

北海道

北見

函館

営林署
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ｌ
略
ｌ

突
然
提
示
さ
れ
た
の
は
、
七
月
末
に
各
戸
に
配

布
さ
れ
た
「
評
価
書
」
概
要
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

と
八
月
一
一
日
に
行
わ
れ
る
と
い
う
説
明
会
の
案

内
で
し
た
。

徳
舜
瞥
山
の
八
合
目
ま
で
ス
キ
ー
場
の
コ
ー

ス
が
き
り
と
ら
れ
、
ぼ
く
の
住
む
上
野
地
区
の

水
源
地
よ
り
も
ず
１
つ
と
上
に
あ
る
こ
と
に
、

漠
然
と
し
た
不
安
を
感
じ
説
明
会
に
足
を
運
び

ま
し
た
。
当
時
と
し
て
は
、
Ｂ
４
判
の
紙
二
八

八
枚
に
及
ぶ
膨
大
な
環
境
影
響
評
価
書
を
手
に

と
る
こ
と
は
お
ろ
か
、
そ
の
存
在
す
ら
も
よ
く

知
ら
な
い
ま
ま
に
、
水
源
地
は
ど
う
な
る
の
か

と
い
っ
た
質
問
を
し
ま
し
た
。
そ
の
時
の
村
側

の
脱
明
で
は
、
ス
キ
ー
場
、
ゴ
ル
フ
場
な
ど
の

影
響
を
受
け
我
い
一
一
一
階
滝
方
面
の
沢
か
ら
取
水

す
る
計
画
で
あ
る
、
と
の
答
で
し
た
。

そ
し
て
八
月
十
九
日
に
は
、
三
階
滝
・
上
野
．

⑧
公
聴
会

大
滝
村
で
行
わ
れ
た
公
聴
会
で
意

見
を
述
べ
た
二
十
人
の
う
ち
地
元
村

民
は
＋
一
人
。
そ
の
う
ち
の
お
一
一
人

の
意
見
を
こ
こ
に
ご
紹
介
し
ま
す
。

（
ご
本
人
の
了
解
を
得
て
若
干
省
略

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
）

公
述
人
佐
藤
克
美

円
山
の
三
地
区
に
呼
び
か
け
た
脱
明
会
が
開
か

れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
の
説
明
で
は
、
新
た
な
水

源
を
早
川
の
沢
川
に
求
め
る
、
リ
ゾ
ー
ト
各
施

設
並
び
に
上
野
地
区
の
住
民
に
供
給
し
て
も
余

り
あ
る
ほ
ど
の
豊
か
な
水
騒
で
あ
る
。
と
。
尚
、

施
設
を
新
た
に
作
る
わ
け
だ
か
ら
、
水
道
料
金

は
今
ま
で
の
よ
う
に
タ
グ
と
い
う
わ
け
に
も
い

か
ず
、
こ
の
リ
ゾ
ー
ト
の
エ
事
を
請
け
負
う
大

成
建
設
さ
ん
が
、
「
上
水
道
積
立
金
」
な
る
も
の

を
こ
さ
え
て
、
上
野
住
民
の
水
道
料
金
を
か
た

が
わ
り
し
て
く
れ
る
、
と
い
う
よ
う
な
説
明
が

村
長
か
ら
さ
れ
ま
し
た
。

さ
て
、
よ
う
や
く
環
境
影
響
評
価
書
を
手
に

と
る
こ
と
の
で
き
た
私
は
、
こ
の
リ
ゾ
ー
ト
開

発
事
業
の
給
水
計
画
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か

と
、
ぶ
厚
い
資
料
を
検
討
す
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。

上
水
道
計
画
を
見
ま
す
と
、
「
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ

ス
及
び
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
の
給
水
に
つ
い
て

は
、
付
近
の
沢
か
ら
の
取
水
を
計
画
し
た
」
と

し
て
、
地
図
ま
で
付
け
て
そ
の
取
水
地
点
を
明

ら
か
に
し
て
い
な
が
ら
、
肝
心
の
ス
キ
ー
場
・

ゴ
ル
フ
場
の
各
施
設
に
つ
い
て
は
、
「
主
に
大
滝

村
施
設
か
ら
の
給
水
を
計
画
」
と
軽
く
触
れ
て

い
る
だ
け
で
す
。

ｌ
ｆ闘

水
無
し
て
如
何
な
る
事
業
も
成
り
立
た
な
い
の

に
、
こ
の
給
水
計
画
は
い
か
に
も
手
抜
き
と
し

か
言
い
よ
う
が
あ
り
ま
せ
ん
。
従
っ
て
、
新
た

な
水
源
か
ら
取
水
す
る
の
で
す
か
ら
、
そ
の
沢

の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
も
な
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
こ
う
い
う
片
手
落
ち
の
評
価
害
を

私
は
認
め
る
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。

村
側
は
こ
う
反
論
す
る
か
も
し
れ
な
い
。
こ

の
新
規
の
上
水
道
施
設
は
、
大
滝
村
が
建
て
る

も
の
だ
か
ら
、
株
式
会
社
大
滝
高
原
開
発
公
社

を
事
業
主
体
と
す
る
リ
ゾ
ー
ト
開
発
と
、
そ
れ

に
伴
う
環
境
影
響
評
価
に
は
関
係
な
い
エ
事
で

あ
る
と
。
カ
タ
チ
は
ど
う
で
あ
れ
、
こ
の
早
川

の
沢
川
に
造
ら
れ
る
と
い
う
上
水
道
は
、
株
式

会
社
と
い
う
一
企
業
の
為
に
、
村
が
お
膳
立
て

す
る
と
い
う
事
実
を
示
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の

上
水
道
は
、
リ
ゾ
ー
ト
で
あ
る
た
め
の
必
須
の

条
件
な
の
で
す
か
ら
、
当
然
ア
セ
ス
メ
ン
ト
に

か
け
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
だ
と
思
い

ま
す
。
第
三
セ
ク
タ
ー
と
い
う
名
の
一
企
業
と

村
を
は
っ
き
り
峻
別
し
な
け
れ
ば
、
村
の
社
会

賓
本
を
充
実
さ
せ
る
と
い
う
形
を
と
り
な
が

ら
、
村
は
一
所
懸
命
企
業
に
奉
仕
し
て
い
る
と

い
っ
た
側
面
を
見
落
と
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。

占
冠
村
は
ト
マ
ム
リ
ゾ
ー
ト
の
成
功
の
陰
で
と

う
と
う
第
三
セ
ク
タ
ー
か
ら
降
り
た
の
で
す
。

鰭
を
早
川
の
沢
川
に
戻
し
ま
す
。
評
価
雷
で

は
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
「
な

お
、
ホ
ロ
ホ
ロ
山
の
北
側
を
流
れ
る
早
川
の
沢

川
の
上
流
一
帯
に
お
い
て
、
ヒ
ュ
ー
マ
ン
・
グ

リ
ー
ン
・
プ
ラ
ン
の
一
層
の
充
実
を
図
る
た
め

の
将
来
構
想
が
あ
る
が
内
容
は
未
定
で
あ
る
」

こ
う
い
う
所
に
今
村
は
水
源
を
求
め
、
上
野
の

住
民
に
水
を
供
給
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
で

す
。
水
道
料
金
は
大
成
建
設
サ
イ
ド
が
か
た
が
６

わ
り
し
て
く
れ
る
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
彼
ら

は
そ
の
カ
ネ
を
ど
こ
か
ら
ヒ
ネ
リ
だ
す
の
で
し

ょ
う
か
。
結
局
、
第
三
セ
ク
タ
ー
の
出
資
者
の

大
滝
村
に
も
ふ
り
か
か
っ
て
く
る
の
で
は
な
い

か
。
ま
た
、
万
が
一
、
企
業
が
撤
退
す
る
と
な

っ
た
場
合
、
そ
れ
で
も
な
お
、
上
野
住
民
は
、

そ
の
「
上
水
道
績
立
金
」
な
る
も
の
を
ア
テ
に

し
て
い
て
も
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。

水
に
関
し
て
、
今
度
は
ゴ
ル
フ
場
農
薬
の
問

題
か
ら
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
回
の
ゴ
ル
フ
場
農
薬
の
使
用
量
は
、
確
か

に
「
除
草
剤
の
使
用
は
計
画
し
て
い
な
い
と
い

う
た
い
へ
ん
フ
ク
ミ
の
あ
る
表
現
な
が
ら
、
そ

れ
で
も
他
の
ゴ
ル
フ
場
に
く
ら
べ
て
低
く
抑
え

ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
発
ガ
ン
性
や
変
異

原
性
の
あ
る
農
薬
に
許
容
量
と
い
う
も
の
は
あ

り
ま
せ
ん
。
安
全
な
濃
度
は
ゼ
ロ
し
か
な
い
の

で
す
。ま

た
ゴ
ル
フ
場
が
水
源
地
よ
り
も
下
流
に
あ

る
か
ら
と
い
っ
て
安
心
す
る
わ
け
に
は
い
き
ま

せ
ん
。
農
薬
使
用
地
周
辺
に
は
、
気
化
し
た
農

薬
の
細
か
な
粒
子
が
大
気
中
に
浮
遊
し
、
撒
布

直
後
だ
け
で
な
く
、
最
低
一
週
間
は
気
中
に
検

出
さ
れ
ま
す
。

更
に
こ
の
評
価
書
に
は
農
薬
流
出
率
の
模
擬

グ
リ
ー
ン
実
験
と
い
う
の
が
あ
り
ま
す
。
直
径

六
○
叩
高
さ
六
○
叩
ぐ
ら
い
の
円
筒
状
の
模

擬
グ
リ
ー
ン
に
農
薬
を
か
け
て
、
ど
の
く
ら
い

農
薬
成
分
が
底
の
方
か
ら
検
出
さ
れ
る
か
、
と



い
う
も
の
で
す
。
こ
の
実
験
は
、
ど
の
く
ら
い
を
ゴ
ル
フ
場
で
裸
に
し
、
八
合
目
ま
で
ス
キ
ー

の
追
試
験
に
耐
え
ら
れ
る
も
の
な
の
か
。
五
年
コ
ー
ス
に
よ
っ
て
き
り
こ
ま
れ
よ
う
と
し
て
い

十
年
と
経
っ
た
時
ど
う
そ
の
検
出
値
が
変
化
し
ま
す
。
私
は
大
滝
村
に
過
疎
に
悩
む
他
の
町
村

て
い
く
の
か
も
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
と
同
じ
道
を
歩
ん
で
欲
し
く
な
い
。
大
滝
村
が

Ｉ
澁
叩
Ｉ
鋭
く
大
滝
村
で
あ
る
た
め
に
、
も
う
一
度
、
村

ど
ん
な
に
よ
く
で
き
た
デ
ー
タ
で
も
、
あ
る
の
将
来
を
考
え
直
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
さ
さ

い
は
基
準
値
以
下
に
抑
え
る
と
い
っ
て
も
、
道
や
か
な
が
ら
願
っ
て
い
ま
す
。

は
そ
れ
を
指
導
監
督
で
き
る
だ
け
で
、
基
準
値

公
述
人
平
勝
彦

を
超
え
た
り
、
年
間
使
用
薬
量
が
増
大
し
て
も
、

法
的
な
措
置
な
ど
な
い
の
で
す
。
企
業
の
モ
ラ
ー
前
ｌ

ル
を
期
待
す
る
し
か
な
い
と
い
う
の
が
道
側
の
事
前
に
地
域
住
民
の
理
解
を
得
て
計
画
し
て

姿
勢
で
す
。
検
査
も
年
に
一
、
二
回
し
か
行
わ
い
る
と
言
う
が
、
村
民
の
代
表
で
あ
る
村
会
識

れ
て
い
な
い
の
が
実
状
の
よ
う
で
す
。
員
の
承
認
を
得
れ
ば
全
村
民
が
同
意
し
た
と
い

開
発
す
る
側
の
こ
さ
え
た
こ
の
環
境
影
響
評
う
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
リ
ゾ
ー
ト
開
発
に
つ

価
書
を
毎
晩
目
を
は
ら
し
な
が
ら
読
み
続
け
る
い
て
私
は
、
広
報
の
具
体
的
で
な
い
内
容
を
通

空
し
さ
を
感
じ
な
い
で
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。
こ
じ
て
し
か
判
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
こ
の
八
月

ん
な
重
箱
の
隅
を
つ
つ
く
よ
う
な
人
間
に
な
り
の
ア
セ
ス
の
説
明
会
開
催
の
広
報
で
判
り
ま
し

た
く
て
、
ぼ
く
は
、
こ
の
村
に
や
っ
て
来
た
の
た
。
昨
年
の
行
政
懇
談
会
の
時
、
「
計
画
が
具
体

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
人
の
イ
ノ
チ
と
暮
ら
し
を
的
に
な
り
ま
し
た
ら
皆
さ
ん
に
知
ら
せ
ま
す
。

支
え
る
水
源
地
の
周
辺
に
そ
ん
な
粉
わ
し
い
も
ま
だ
具
体
的
に
こ
う
な
る
と
い
う
こ
と
が
決
ま

の
を
作
ら
ん
で
欲
し
い
、
た
っ
た
こ
れ
だ
け
の
っ
て
い
ま
せ
ん
。
」
と
い
う
話
の
ま
ま
、
今
日
に

こ
と
を
言
う
た
め
に
長
々
と
理
屈
を
並
べ
た
て
至
っ
て
い
ま
す
。
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
説
明
会
に

て
き
た
自
分
を
う
ら
め
し
く
思
う
。
出
席
し
て
疑
問
点
を
聞
い
た
ら
、
そ
の
後
役
場

Ｉ
略
Ｉ
の
人
が
「
ど
う
い
う
つ
も
り
で
言
っ
た
ん
だ
、

自
然
を
愛
す
る
の
は
、
花
や
蝶
を
賞
で
る
こ
何
か
あ
る
の
か
」
と
聞
き
に
来
る
な
ど
、
こ
の

と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ヒ
ト
は
何
に
よ
っ
て
こ
事
業
が
村
が
出
資
す
る
第
三
セ
ク
タ
ー
に
よ
る

の
地
上
に
生
か
さ
れ
て
い
る
か
を
確
認
し
つ
づ
も
の
で
あ
っ
て
、
行
政
と
し
て
の
村
が
開
発
す

け
る
作
業
な
の
だ
と
思
い
ま
す
。
る
も
の
で
な
い
こ
と
を
考
え
る
と
、
住
民
の
た

ｌ
略
１
め
の
事
業
と
は
、
と
て
も
言
え
な
い
の
で
は
な

今
、
村
人
の
日
々
仰
ぎ
見
る
徳
舜
瞥
山
の
麓
い
か
。

こ
の
こ
と
だ
け
を
み
て
も
、
ア
セ
ス
メ
ン
ト

を
や
る
時
期
と
し
て
は
早
す
ぎ
、
不
適
当
で
あ

る
。

１
座
叩
ｌ

周
辺
地
域
社
会
の
益
々
の
活
性
化
を
図
る
こ

と
が
目
的
と
し
て
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
ゴ
ル
フ

場
と
い
え
ば
、
キ
ャ
デ
ィ
ー
さ
ん
が
必
要
に
な

る
が
、
こ
の
事
業
に
よ
り
何
人
の
人
が
村
民
に

な
る
と
い
う
の
か
。
現
在
地
域
の
他
の
施
設
の

働
く
人
を
み
る
と
他
市
町
村
か
ら
勤
め
に
来
て

い
る
人
が
多
数
い
る
。

環
境
保
全
に
か
か
わ
る
事
業
計
画
の
内
容

は
、
数
字
の
魔
術
と
し
か
言
い
よ
う
が
な
い
。

ｌ
心
叩
ｌ
早
川
の
沢
川
の
上
流
一
帯
は
将
来
構
想

が
あ
る
が
、
内
容
は
未
定
で
あ
る
。
計
画
が
な

く
内
容
も
未
定
の
地
域
を
含
め
て
の
残
寵
森
林

が
八
九
・
二
％
も
あ
る
と
い
う
の
は
村
民
を
だ

ま
し
て
い
る
と
し
か
考
え
ら
れ
ず
、
こ
の
計
画

の
第
一
段
階
に
お
い
て
、
う
そ
の
評
価
書
で
あ

り
認
め
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
の
で
あ
る
。

卜関高
山
帯
植
生
は
、
ス
キ
ー
場
か
ら
離
れ
て
い

る
か
ら
環
境
保
全
水
準
は
維
持
さ
れ
る
、
亜
高

山
帯
林
に
つ
い
て
も
残
置
森
林
と
し
て
保
全
す

る
か
ら
環
境
保
全
水
準
は
維
持
さ
れ
る
と
言
う

が
、
高
山
帯
植
生
は
風
や
光
に
よ
る
問
題
を
含

め
て
回
り
の
環
境
の
変
化
に
よ
っ
て
も
何
ら
影

響
さ
れ
ず
維
持
で
き
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
動
物

に
つ
い
て
は
Ｉ
士
噸
ｌ
例
え
ば
、
オ
オ
ル
リ
の
生

生
地
が
こ
の
評
価
書
に
よ
る
と
、
ス
キ
ー
場
に

あ
た
る
地
区
の
み
確
認
さ
れ
て
い
る
。
オ
オ
ル

リ
は
着
目
さ
れ
る
動
物
の
中
に
は
入
っ
て
い
な

い
の
で
か
ま
わ
な
い
と
い
う
の
か
、
動
物
た
ち

は
自
分
が
蒲
目
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
な
ど
知

ら
な
い
の
で
あ
る
。
多
様
な
生
物
相
が
維
持
で

き
る
事
こ
そ
大
切
で
あ
り
「
蒲
目
す
べ
き
動
物

に
つ
い
て
は
大
部
分
を
現
状
の
ま
ま
保
全
す

る
」
な
ど
こ
じ
つ
け
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と

か
ら
、
自
然
生
態
系
に
与
え
る
影
響
の
評
価
に

つ
い
て
は
不
十
分
で
あ
り
、
総
合
す
れ
ば
あ
や

ま
っ
た
結
論
を
導
き
出
し
て
い
る
。

ゴ
ミ
・
汚
水
処
理
問
題
に
つ
い
て
は
、
計
画

に
よ
る
と
ゴ
ミ
収
集
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
施
設
を

作
り
、
一
般
ゴ
ミ
の
う
ち
可
燃
性
の
も
の
は
大

滝
村
の
焼
却
施
設
で
焼
却
し
、
不
燃
性
の
ゴ
ミ

は
大
滝
村
の
埋
め
立
て
処
理
場
で
処
理
す
る
と

な
っ
て
い
る
。
今
年
度
の
予
算
の
な
か
に
ゴ
ミ

焼
却
場
建
設
が
計
上
さ
れ
蔚
工
さ
れ
て
い
る

が
、
村
の
こ
れ
ま
で
の
対
応
を
考
え
る
と
、
こ

の
リ
ゾ
ー
ト
開
発
の
た
め
に
村
民
の
税
金
を
使

っ
て
建
設
し
て
い
る
と
し
か
思
え
な
い
。
大
規

模
リ
ゾ
ー
ト
な
ら
自
分
の
と
こ
ろ
で
処
理
す
べ

き
だ
。
排
出
者
が
処
理
す
る
と
い
う
の
は
基
本

の
考
え
方
で
、
事
実
村
も
各
施
設
に
対
し
て
要

求
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
ゴ

ミ
焼
却
場
建
設
に
つ
い
て
場
所
・
処
理
方
法
な

ど
計
画
を
住
民
に
説
明
す
る
こ
と
も
な
く
蒜
工

す
る
と
い
う
行
政
の
一
人
歩
き
を
見
る
と
、
今

回
の
計
画
も
、
過
疎
地
域
の
活
性
化
を
は
か
る

と
い
う
目
的
が
住
民
不
在
の
中
で
一
人
歩
き
し
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て
い
る
よ
う
に
思
え
、
今
回
の
目
的
も
た
だ
の

お
題
目
で
し
か
な
い
。

汚
水
処
理
に
し
て
も
、
同
じ
川
に
放
流
す
る

汚
水
が
、
施
設
の
大
小
で
処
理
の
仕
方
が
違
う

こ
と
は
、
机
の
上
で
、
こ
の
大
き
さ
で
は
こ
の

施
設
と
い
う
よ
う
に
数
字
の
問
題
と
し
か
考
え

な
い
で
、
い
か
に
し
た
ら
基
準
を
ク
リ
ア
出
来

る
か
だ
け
考
え
、
自
然
潔
境
に
対
し
て
は
何
も

考
え
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
。

こ
れ
ら
の
事
か
ら
、
基
本
と
な
る
計
画
が
不

十
分
で
ま
だ
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
や
る
時
期
と
し

て
早
す
ぎ
る
。
そ
し
て
当
然
の
こ
と
で
あ
る
が
、

基
本
と
な
る
計
画
が
不
十
分
で
あ
る
か
ら
影
響

評
価
も
不
十
分
の
ま
ま
で
あ
る
。

鯉
薬
に
つ
い
て
ｌ
略
ｌ
害
虫
の
天
敵
で
あ
る

益
虫
を
育
て
る
周
辺
の
山
を
壊
し
て
農
薬
を
撒

か
れ
る
の
で
は
、
地
域
再
生
の
よ
り
所
で
あ
る

有
機
麗
法
は
困
難
に
な
り
、
山
菜
や
き
の
こ
な

ど
の
地
域
産
業
は
、
環
境
の
バ
ラ
ン
ス
が
く
ず

れ
る
こ
と
か
ら
致
命
的
被
害
を
受
け
る
こ
と
に

な
る
。ゴ

ル
フ
場
は
自
然
に
反
し
て
無
理
や
り
造
る

人
工
施
設
で
あ
る
か
ら
、
維
持
す
る
た
め
に
大

量
の
農
薬
を
使
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
殺

菌
剤
・
殺
虫
剤
な
ど
が
毒
そ
の
も
の
で
あ
る
こ

と
は
確
か
で
あ
る
。
毒
と
は
人
に
対
す
る
急
性

被
害
・
慢
性
被
害
を
も
た
ら
し
、
生
態
系
に
対

し
影
響
を
及
ぼ
す
。
こ
の
点
は
農
場
で
農
薬
を

大
量
に
使
用
す
る
の
と
同
じ
で
あ
る
が
、
た
だ

ち
が
う
の
は
農
業
で
は
食
料
生
産
と
い
う
名
分

が
あ
る
。
ゴ
ル
フ
場
の
農
薬
使
用
に
対
す
る
規

制
は
あ
る
が
、
こ
れ
は
ゴ
ル
フ
場
造
成
の
た
め

の
譲
歩
で
、
大
気
汚
染
・
水
質
汚
染
・
土
壌
汚

染
・
生
物
汚
染
を
な
く
す
も
の
で
は
な
い
。

こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
農
薬
の
環
境
予
測
が

不
十
分
で
あ
る
。

ｌ
ｆ

田村
史
に
よ
る
と
、
本
村
の
地
形
は
台
地
で
波

状
地
が
多
く
、
豪
雨
で
表
土
が
流
出
す
る
ば
か

り
で
な
く
、
そ
の
下
の
礫
ま
で
削
り
取
る
こ
と

が
多
い
と
い
う
。
ま
た
豪
雷
地
帯
の
た
め
暴
風

雪
に
よ
る
被
害
も
相
当
あ
る
。

ゴ
ル
フ
場
や
ス
キ
ー
場
を
造
成
す
る
た
め

に
、
山
を
崩
し
、
表
土
を
剥
ぎ
取
り
、
谷
を
埋

め
、
川
を
潤
す
な
ど
広
大
な
面
穣
を
物
理
的
に

破
壊
す
る
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
生
活
に
も
っ
と

も
必
要
な
水
系
は
滅
茶
苦
茶
に
さ
れ
て
し
ま

や
『
〃
◎卜田土

砂
の
流
出
が
多
く
な
る
と
、
大
滝
村
の
観

光
名
所
長
流
川
の
白
絹
の
床
に
悪
い
影
響
が
出

る
。

ま
た
、
鉱
山
跡
の
影
響
で
長
流
川
支
流
で
は
、

魚
・
水
中
動
物
が
皆
無
に
な
り
、
現
在
復
帰
の

気
配
を
見
せ
て
い
る
な
か
、
リ
ゾ
ー
ト
開
発
で

再
び
前
に
戻
る
可
能
性
が
有
る
と
考
え
ら
れ

る
。

大
滝
高
原
リ
ゾ
ー
ト
に
反
対
す
る
住
民
グ
ル
ー

プ
連
絡
先
恋
（
０
１
４
２
６
８
）
６
３
２
１
（
平

さ
ん
）

1 (縦覧期間内）

北
海
道
環
境
影
響
評
価
条
例
に
基
づ
く

環
境
影
響
評
価
の
手
続
き
フ
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト

（
特
定
開
発
事
業
者
が
行
う
事
業
の
場
合
）

昴 上陸

重言
※
評
価
書
作
成
後
の
手
順

条例関係例規集
（57．4）
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十
一
月
二
十
日
大
滝
リ
ゾ
ー
ト
の
環
境
ア
セ
ス
に
対

す
る
審
議
会
が
あ
る
と
言
う
の
で
札
幌
へ
出
掛
け
て
行

っ
た
。

初
め
て
傍
聴
し
た
審
議
会
の
雰
囲
気
だ
が
始
ま
る
前

は
『
慎
重
審
議
』
か
と
思
っ
た
が
意
外
や
お
粗
末
で
、

こ
ん
な
群
議
会
で
何
百
年
か
で
築
か
わ
れ
て
き
た
徳
舜

瞥
山
を
含
め
た
裾
野
の
大
自
然
に
、
簡
単
に
開
発
の
ゴ

ー
サ
イ
ン
が
下
さ
れ
る
の
か
と
思
う
と
や
り
切
れ
な
い

気
持
ち
で
す
。

先
ず
は
事
前
に
渡
さ
れ
た
審
議
委
員
の
顔
ぶ
れ
は
二

十
人
中
十
七
人
が
大
学
教
授
で
そ
の
内
十
三
人
が
北
大

で
占
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
良
い
と
し
て
当
日
、
審

議
委
員
の
出
席
者
十
一
名
、
過
半
数
で
成
立
し
た
の
か

分
か
ら
な
い
が
と
に
か
く
始
ま
っ
た
。

事
前
に
渡
さ
れ
た
資
料
の
中
に
、
先
日
大
滝
村
で
行

わ
れ
た
公
聴
会
の
二
十
人
の
口
述
し
た
意
見
が
ま
と
め

ら
れ
審
議
委
員
に
渡
さ
れ
て
い
た
が
、
後
で
気
づ
い
た

事
だ
が
口
述
人
が
意
見
を
述
べ
た
そ
の
ま
ま
で
は
な

く
、
な
ぜ
か
口
述
文
の
一
部
ま
た
は
全
文
カ
ッ
ト
さ
れ

て
渡
っ
て
い
た
。

こ
れ
は
後
日
、
事
実
関
係
を
正
す
が
、
誰
が
何
の
権

限
を
持
っ
て
削
除
し
た
の
か
、
こ
れ
は
重
大
問
題
で
あ

る
。
す
く
な
く
と
も
口
述
し
た
二
十
人
は
知
事
が
許
可

環

大
滝
「
環
境
ア
セ
ス
」
を
傍
聴
し
て

会
は
こ
れ
で
良
い
の
が

室
蘭
岳
の
自
然
を
守
る
会
二
井
田
高
敏

こ
の
あ
と
小
委
員
会
の
み
密
室
に
移
動
ど
の

よ
う
な
潤
整
が
は
か
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
？
．

貴
重
な
植
物
が
あ
る
は
ず
だ
」
・
「
こ
の
汚
水
処
理
の
数

字
は
計
算
す
る
と
ぴ
っ
た
り
合
う
、
逆
に
数
字
に
こ
の

報
告
書
を
合
わ
し
て
い
る
の
で
は
な
い
の
か
」
。
「
こ
の

ス
キ
ー
コ
ー
ス
は
い
い
か
げ
ん
だ
」
・
「
こ
の
農
薬
基
準

で
行
く
と
広
島
の
二
の
舞
に
な
ら
な
い
の
か
」
。
ヨ
ゾ

オ
コ
ジ
ョ
が
居
た
と
確
認
さ
れ
た
が
、
居
る
は
ず
が
な

い
」
な
ど
、
そ
の
道
の
専
門
家
か
ら
の
質
問
が
出
た
が

一
方
通
行
で
終
り
、
こ
の
後
、
議
長
が
小
委
員
会
メ
ン

バ
ー
七
人
を
指
名
し
直
ち
に
別
室
で
小
委
員
会
を
開
く

事
に
な
っ
た
。

道
庁
の
人
に
「
小
委
員
会
は
傍
聴
さ
せ
な
い
の
か
」

と
聞
い
て
み
た
、
関
係
者
は
「
小
委
員
会
は
先
生
方
に

自
由
に
話
を
し
て
も
ら
う
の
で
非
公
開
で
す
」
…
あ
然

と
し
た
、
で
も
つ
い
本
音
が
出
た
の
だ
ろ
う
？

小
委
員
会
で
ど
の
様
に
意
見
を
丸
め
る
の
か
分
か
ら

な
い
が
、
過
去
の
環
境
影
響
審
議
会
で
開
発
が
ス
ト
ッ

プ
さ
れ
た
例
は
聞
い
た
こ
と
が
な
い
、
こ
の
様
な
い
い

加
減
な
審
議
会
で
大
滝
村
の
貴
重
な
大
自
然
が
破
壊
さ

れ
よ
う
と
し
て
い
る
。

こ
の
後
、
何
回
か
の
小
委
員
会
を
行
っ
て
最
終
的
に

は
も
う
一
度
、
群
議
会
に
掛
け
ら
れ
結
論
が
出
さ
れ
る

様
で
す
の
で
追
跡
調
査
を
行
う
つ
も
り
で
す
。

を
し
た
公
述
人
な
の
で
す
、
審
議
委
員
に
は
生
の
意
見

を
渡
し
、
口
述
内
容
の
良
否
は
群
議
委
員
が
判
断
す
べ

き
で
、
一
道
庁
職
員
の
判
断
で
勝
手
に
左
右
す
べ
き
で

は
な
い
。

最
初
に
道
庁
側
か
ら
環
境
ア
セ
ス
に
対
し
て
説
明
が

あ
り
、
そ
の
後
五
人
の
委
員
か
ら
質
問
が
あ
っ
た
が
道

庁
側
は
返
答
で
き
る
人
を
用
意
し
て
い
な
く
、
も
っ
ぱ

ら
後
日
聞
い
て
返
答
し
ま
す
の
で
終
わ
っ
た
。

五
人
の
質
問
を
並
べ
る
と
「
徳
舜
瞥
山
に
は
も
つ
と
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以
前
よ
り
う
わ
さ
さ
れ
て
い
た
大
型
リ
ゾ
ー
ト
基
地

計
画
が
動
き
は
じ
め
た
。
昨
年
四
月
十
八
日
に
道
環
境

ア
セ
ス
メ
ン
ト
条
例
に
よ
る
審
査
対
象
と
し
て
正
式
に

受
理
さ
れ
た
「
サ
ホ
ロ
リ
ゾ
ー
ト
拡
張
計
画
」
を
は
じ

め
と
し
て
、
五
月
二
十
日
受
理
の
「
大
滝
村
ヒ
ュ
ー
マ

ン
グ
リ
ー
ン
プ
ラ
ン
」
、
次
い
で
十
月
十
七
日
に
は
「
ア

ル
フ
ァ
リ
ゾ
ー
ト
拡
張
計
画
」
が
受
理
さ
れ
、
た
だ
ち

に
北
海
道
環
境
影
響
評
価
審
議
会
に
付
託
さ
れ
現
在
い

ず
れ
も
審
議
中
で
あ
る
。
わ
ず
か
六
ヵ
月
の
間
に
、
た

て
続
け
に
、
そ
れ
ま
で
事
前
協
議
中
で
あ
っ
た
こ
の
三

件
の
計
画
が
、
審
議
会
に
諮
問
さ
れ
た
の
は
、
日
に
日

に
高
ま
る
道
民
の
環
境
保
護
に
対
し
て
の
関
心
に
、
行

政
及
び
開
発
事
業
者
が
不
安
を
感
じ
は
じ
め
た
も
の
で

あ
り
、
こ
の
時
期
を
の
が
し
て
は
と
う
て
い
計
画
の
実

行
は
む
ず
か
し
く
な
る
と
の
判
断
が
あ
っ
て
急
い
だ
の

だ
ろ
う
。

こ
の
三
件
の
リ
ゾ
ー
ト
計
画
は
、
ス
キ
ー
場
、
ゴ
ル

フ
場
、
ホ
テ
ル
の
三
点
セ
ッ
ト
を
、
忠
実
に
な
ぞ
っ
た

典
型
的
な
バ
ブ
ル
型
リ
ゾ
ー
ト
施
設
で
あ
り
、
い
ず
れ

も
ゴ
ル
フ
場
の
会
員
権
売
り
上
げ
収
入
が
そ
の
計
画
実

行
の
資
金
の
柱
と
な
っ
て
い
る
。
現
在
道
内
で
問
題
と

な
っ
て
い
る
ヴ
ラ
ウ
ス
リ
ゾ
ー
ト
を
は
じ
め
と
し
て
、

す
で
に
い
く
つ
か
の
リ
ゾ
ー
ト
計
画
は
開
発
資
金
面
で

サ
ホ
ロ
・
火
杢
湧
そ
し
て
ト
イ
ム

ア
セ
ス
メ
ン
ト
に
物
申
す

の
つ
ま
づ
き
か
ら
凍
結
・
中
止
が
出
は
じ
め
て
い
る
現

在
、
新
ら
た
な
る
「
サ
ホ
ロ
・
ト
マ
ム
・
大
滝
」
の
開

発
計
画
は
、
道
民
の
環
境
意
識
の
高
ま
り
に
対
し
て
の

正
面
か
ら
の
挑
戦
と
受
け
と
め
ら
れ
る
。
こ
の
リ
ゾ
ー

ト
開
発
推
進
の
中
心
と
な
っ
て
い
る
の
が
横
路
北
海
道

知
事
で
あ
り
、
平
成
三
年
十
二
月
九
日
に
は
新
長
期
計

画
の
第
四
次
推
進
計
画
に
お
い
て
、
さ
ら
に
リ
ゾ
ー
ト

開
発
を
推
進
す
る
と
い
う
立
場
を
明
ら
か
に
し
て
い

る
。

こ
れ
ま
で
の
リ
ゾ
ー
ト
開
発
は
、
行
政
と
事
業
者
の

協
力
に
よ
り
、
取
り
た
て
て
大
き
な
問
題
を
引
き
起
さ

ず
に
、
す
み
や
か
に
実
行
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
今
回

の
三
件
の
開
発
計
画
に
お
い
て
は
、
そ
の
様
相
が
一
変

し
て
い
る
。
昨
年
十
二
月
オ
ー
プ
ン
の
赤
井
川
リ
ゾ
ー

ト
計
画
（
キ
ロ
ロ
・
リ
ゾ
ー
ト
）
で
は
、
ア
セ
ス
メ
ン

ト
条
例
に
定
め
ら
れ
て
い
た
「
住
民
か
ら
の
意
見
書
」

が
一
通
も
提
出
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
に
、
公
聴
会

も
開
催
さ
れ
な
か
っ
た
の
だ
が
、
サ
ホ
ロ
リ
ゾ
ー
ト
の

拡
張
計
画
で
は
、
地
元
新
得
町
住
民
か
ら
四
通
の
意
見

書
が
横
路
知
事
に
提
出
さ
れ
、
さ
ら
に
他
地
域
か
ら
六

通
の
意
見
書
（
い
ず
れ
も
計
画
反
対
の
立
場
か
ら
の
）

が
提
出
さ
れ
た
。
地
元
（
ア
セ
ス
条
例
で
は
関
係
地
域

と
い
う
位
置
づ
け
）
か
ら
の
複
数
の
意
見
書
の
提
出
に

北
海
道
の
自
然
を
守
る
会
前
田
重
和
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昨
年
十
月
二
十
六
・
二
十
七
日
、
ゴ
ル
フ
場
数
日

本
一
の
福
島
県
い
わ
き
市
で
開
か
れ
た
第
六
回
ゴ
ル

フ
場
問
題
全
国
交
流
集
会
「
ふ
る
さ
と
は
売
ら
な
い
」

に
出
席
し
た
。
・
ハ
・
フ
ル
崩
壊
後
も
ゴ
ル
フ
場
開
発
の

勢
い
は
衰
え
ず
、
深
刻
な
環
境
破
壊
の
問
題
を
か
か

え
る
人
々
が
三
百
五
十
人
会
場
に
集
ま
り
、
貴
重
な

情
報
の
交
換
が
な
さ
れ
た
。
六
回
目
で
あ
り
な
が
ら

マ
ン
ネ
リ
に
な
ら
ず
、
反
対
に
拡
大
の
傾
向
で
、
つ

い
に
今
後
、
主
催
者
の
ゴ
ル
フ
場
問
題
全
国
連
絡
会

は
名
前
を
改
め
リ
ゾ
ー
ト
・
ゴ
ル
フ
場
問
題
全
国
連

絡
会
と
す
る
こ
と
を
決
め
た
。
そ
し
て
藤
原
信
代
表

は
、
基
調
報
告
に
お
い
て
、
何
を
目
標
に
運
動
を
進

め
た
ら
よ
い
か
話
さ
れ
た
。
造
成
の
既
時
凍
結
・
リ

ゾ
ー
ト
法
廃
止
。
そ
れ
以
外
で
は
、
①
「
ゴ
ル
フ
場

事
業
の
規
制
に
関
す
る
法
律
」
の
制
定
②
実
効
あ
る

「
環
境
影
響
評
価
法
」
の
制
定
③
農
地
法
規
制
緩
和

を
元
に
戻
す
④
保
安
林
制
度
拡
大
強
化
⑤
ヒ
ュ
ー
マ

ン
グ
リ
ー
ソ
プ
ラ
ン
に
よ
る
リ
ゾ
ー
ト
開
発
の
中
止

⑥
第
三
セ
ク
タ
ー
に
よ
る
ゴ
ル
フ
場
禁
止
⑦
自
然
公

園
内
の
ゴ
ル
フ
場
禁
止
⑧
水
源
保
護
法
の
制
定
⑨
預

託
金
会
員
権
方
式
の
禁
止
と
会
員
権
の
値
段
の
釣
り

上
げ
を
排
除
⑩
各
地
で
環
境
自
治
体
を
確
立
さ
せ
有

効
な
条
例
を
つ
く
り
、
更
に
国
レ
ベ
ル
の
法
律
制
定

に
結
び
つ
け
る
、
等
の
項
目
で
あ
る
。
後
の
七
組
に

分
か
れ
て
討
論
し
た
分
科
会
で
も
、
多
く
の
課
題
、

各
地
で
試
み
る
べ
き
開
発
ス
ト
ッ
プ
法
が
あ
げ
ら
れ

た
。
さ
て
、
こ
れ
だ
け
の
事
を
ど
の
よ
う
に
私
た
ち

は
、
こ
な
し
て
い
っ
た
ら
よ
い
の
か
？
会
場
を
出
て
、

肩
に
重
い
宿
題
を
し
よ
い
千
歳
空
港
に
降
り
た
。
今
、

扁
掴
川
幽

全
国
レ
ベ
ル
で

守
ろ
う
北
海
道
の
自
然
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よ
り
道
内
で
は
、
三
年
半
ぶ
り
に
公
聴
会
が
開
催
さ
れ
、

住
民
等
が
意
見
を
述
べ
る
場
が
正
式
に
も
た
れ
た
の
だ

が
、
な
ぜ
平
成
元
年
の
赤
井
川
リ
ゾ
ー
ト
計
画
に
お
い

て
こ
の
様
な
動
き
が
な
さ
れ
な
か
っ
た
の
か
が
く
や
ま

れ
る
思
い
で
あ
っ
た
。

さ
て
サ
ホ
ロ
の
公
聴
会
（
リ
ゾ
ー
ト
計
画
で
は
道
内

で
は
じ
め
て
）
で
は
、
十
人
の
公
述
人
に
よ
り
賛
成
意

見
六
人
の
公
述
が
な
さ
れ
、
そ
の
公
述
内
容
は
、
道
に

よ
り
記
録
さ
れ
聯
議
会
へ
正
式
に
提
出
さ
れ
た
。
こ
の

公
聴
会
で
は
、
反
対
の
立
場
か
ら
の
公
述
人
が
ア
セ
ス

メ
ン
ト
評
価
書
を
よ
く
読
象
込
ん
で
す
る
ど
く
そ
の
内

容
の
欠
陥
を
指
摘
し
て
い
た
の
に
対
し
て
、
賛
成
の
立

場
か
ら
の
公
述
人
は
「
町
の
活
性
化
」
と
か
「
リ
ゾ
ー

ト
業
者
を
信
頼
し
て
い
る
」
な
ど
の
、
漠
然
と
し
た
内

容
の
も
の
が
多
か
っ
た
。
サ
ホ
ロ
の
公
聴
会
に
続
い
て

大
滝
村
ヒ
ュ
ー
マ
ン
グ
リ
ー
ン
プ
ラ
ン
計
画
で
も
地
元

か
ら
四
通
の
意
見
書
が
提
出
さ
れ
て
、
十
月
二
十
二
日

に
大
滝
村
基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
公
聴
会
が
開

催
さ
れ
二
十
人
の
公
述
人
に
よ
る
意
見
陳
述
が
行
な
わ

れ
た
。
こ
の
公
聴
会
で
は
、
賛
成
意
見
は
六
人
、
反
対

意
見
は
十
四
人
で
あ
っ
た
。
サ
ホ
ロ
と
大
滝
に
続
い
て
、

平
成
三
年
十
二
月
九
日
に
〆
切
ら
れ
た
ト
マ
ム
開
発
へ

の
意
見
書
は
、
地
元
か
ら
二
十
通
の
意
見
書
が
提
出
さ

れ
た
の
で
、
今
年
一
月
十
七
日
に
三
た
び
公
聴
会
が
開

催
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ト
マ
ム
で
は
何
人
の
公
述

人
の
申
し
込
み
が
あ
る
の
か
が
焦
点
と
な
る
。
こ
の
公

述
人
の
申
し
込
承
は
道
内
全
域
の
住
民
が
公
述
の
資
格

を
持
つ
の
で
多
く
の
人
の
参
加
申
し
込
み
を
期
待
し
て

い
る
。
昨
年
八
月
よ
り
は
じ
ま
っ
た
リ
ゾ
ー
ト
計
画
に

対
し
て
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
条
例
で
の
公
聴
会
開
催
は
、

徐
々
に
そ
の
関
係
開
発
計
画
を
追
い
つ
め
は
じ
め
て
い

る
。
公
聴
会
を
開
催
し
た
サ
ホ
ロ
・
大
滝
で
は
そ
の
後

リ
ゾ
ー
ト
に
反
対
す
る
地
元
住
民
の
し
っ
か
り
し
た
動

き
が
出
現
し
て
い
る
。
ト
マ
ム
に
お
い
て
は
、
ま
だ
公

聴
会
を
む
か
え
る
前
に
そ
の
動
き
が
始
ま
っ
て
い
る
。

意
見
書
を
書
く
時
、
公
述
人
と
し
て
発
現
す
る
時
、
「
環

境
影
響
評
価
書
」
を
よ
く
読
み
込
む
こ
と
が
そ
の
後
の

行
動
に
大
き
な
力
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
三
カ
所
で
の

ア
セ
ス
メ
ン
ト
に
対
す
る
地
元
の
人
の
動
き
は
、
こ
け

か
ら
の
個
人
型
自
然
保
護
運
動
又
は
住
民
運
動
の
新
し

い
方
向
と
な
る
と
思
わ
れ
る
。
公
述
人
の
申
し
込
み
等

に
つ
い
て
は
、
道
庁
の
環
境
調
整
課
が
窓
口
な
の
で
問

い
合
わ
せ
る
と
よ
い
。
公
述
人
に
な
る
他
、
道
庁
内
の

「
環
境
影
響
評
価
審
議
会
」
あ
て
に
、
さ
ら
に
知
事
に

直
接
文
章
を
出
す
こ
と
も
で
き
る
。
群
議
会
で
の
答
申

を
受
け
て
最
終
的
に
は
知
事
が
意
見
書
を
書
く
こ
と
に

な
っ
て
い
る
の
で
、
そ
の
前
に
提
出
す
る
と
効
果
的
で

あ
る
。
サ
ホ
ロ
・
大
滝
・
ト
マ
ム
い
ず
れ
も
ま
だ
間
に

合
う
。こ

れ
ら
は
、
個
人
で
で
き
る
意
見
表
示
で
あ
っ
て
、

非
常
に
効
果
の
あ
る
行
為
で
す
。
最
後
に
こ
れ
ま
で
述

べ
た
三
カ
所
の
リ
ゾ
ー
ト
の
ゴ
ル
フ
場
と
ス
キ
ー
場
の

規
模
を
報
告
し
ま
す
。

○
ゴ
ル
フ
場

サ
ホ
ロ
新
設
三
六
ホ
ー
ル
（
二
八
○
畑
）

既
設
一
八
ホ
ー
ル
（
九
○
嘘
）

大
滝
新
設
一
八
ホ
ー
ル
（
五
四
・
六
八
畑
）

ト
マ
ム
新
設
八
一
ホ
ー
ル
（
九
○
・
一
畑
）

既
設
一
八
ホ
ー
ル
（
八
九
・
一
畑
）

○
ス
キ
ー
場

サ
ホ
ロ
新
設
既
設
合
計
三
七
三
。
四
岫

大
滝
新
設
五
六
。
九
八
恥

ト
マ
ム
新
設
七
一
。
四
七
畑

既
設
一
五
六
・
五
油
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北
海
道
の
自
然
保
護
運
動
は
、
ど
の
く
ら
い
の
パ
ワ

ー
を
持
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
北
海
道
自
然

保
謹
連
合
に
つ
い
て
は
ど
う
だ
ろ
う
か
？
評
価
は
そ

れ
ぞ
れ
あ
る
だ
ろ
う
が
、
私
は
、
少
な
く
と
も
、
こ

の
リ
ゾ
ー
ト
開
発
の
押
し
寄
せ
る
大
波
に
勝
つ
だ
け

の
防
波
堤
に
な
っ
て
い
る
と
は
思
わ
れ
な
い
。
加
盟

団
体
は
思
い
を
新
た
に
、
ま
た
各
地
域
で
、
開
発
計

画
に
刺
激
さ
れ
、
反
対
す
る
会
が
誕
生
し
て
い
る
が
、

そ
の
様
な
新
し
い
団
体
が
加
盟
し
、
個
人
会
員
も
増

員
し
強
化
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
ん
な
事
は

常
を
考
え
て
き
た
事
だ
が
、
歴
史
上
最
大
の
自
然
破

壊
と
言
わ
れ
て
い
る
リ
ゾ
ー
ト
開
発
ラ
ッ
シ
ュ
の

「
今
」
こ
そ
パ
ワ
ー
が
必
要
な
時
で
あ
る
。
福
島
県

あ
た
り
の
自
然
は
、
や
は
り
北
海
道
人
か
ら
見
る
と

可
愛
想
に
な
る
位
貧
弱
だ
っ
た
。
逆
か
ら
見
る
と
、

ど
ん
な
に
北
海
道
の
自
然
は
豊
か
に
映
る
だ
ろ
う

か
。
北
海
道
の
自
然
を
守
る
こ
と
は
き
っ
と
全
国
の

人
の
希
望
だ
ろ
う
と
思
う
。
沖
縄
は
、
す
で
に
破
壊

さ
れ
、
残
る
は
北
海
道
だ
け
。
開
発
庁
は
も
う
廃
止

に
す
べ
き
だ
。
あ
の
お
ぞ
ま
し
い
阿
部
元
開
発
庁
長

官
の
汚
職
も
北
海
道
の
自
然
が
ね
ら
わ
れ
た
。
次
回

交
流
集
会
は
五

月
三
十
・
三
十

一
日
に
静
岡
市

で
開
く
予
定
で

あ
る
。
北
海
道

か
ら
具
体
的
運

動
成
果
が
報
告

さ
れ
る
こ
と
を

願
っ
て
い
る
。

ひ
ら
い
ゆ
り
こ

（
北
海
道
自
然

保
護
協
会
）

マ

、
９
打
，
命
も

お
り
ｇ
５
３
小
Ｋ

ｌ
８
吸
艮

魂
一
画
凸
今
あ
の
ｆ

｛
？
Ｌ
旨
盈
，
と
仁

一
§
蕊

ら

、

や
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今、北海道にはこんなにたくさんのゴルフ鰯があります。既段132、造成中または許可済み45,道に申瀦中
の計画64(一覧表のとおり)。更に市町村段階で準備をしている計画、構想中のものが多数あります。
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所在地 ゴルフ場名
(仮)＝仮称

(増)＝増設計画
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除外の別

193

I36

I88

210

152

280

290

129

99

217

124

192

103

195

196

270

’62

166

234

132

360

1 15

244

162

199

55

149

177

255

168

298

205

258

253

18

18

36

27

18

27

８
８
８
９
８
７
８

１
１
１

１
２
１

27

８
８
８

１
１
－

27

８
８

１
１

36

８
８
８
８
８
８
８

１
１
１
１
－
１
１
27

36

36

18

27

36

外
用
用
用
用
用
用
外
外
用
用
外
外
外
外
用
外
外
外
外
用
外
用
用
用
用
外
用
用
用
用
用
外
用

除
適
適
適
適
適
適
除
除
適
適
除
除
除
除
適
除
除
除
除
適
除
適
適
適
適
除
適
適
適
適
適
除
適



大
地
の
会

館
崎
や
よ
い

十
月
六
日
〃
長
良
川
を
守
れ
〃
全
国
集
会
に

主
席
し
て
き
ま
し
た
。
苫
小
牧
の
婦
人
グ
ル
ー

プ
大
地
の
会
で
さ
さ
や
か
な
活
動
を
し
て
お
り

ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
〃
お
母
さ
ん
が
い
な
い
と

大
変
″
な
家
庭
状
況
の
中
で
の
上
京
は
、
た
か

が
上
京
さ
れ
ど
上
京
だ
っ
た
の
で
す
が
、
二
シ

返
事
で
参
加
を
決
意
し
た
の
は
、
先
に
苫
小
牧

で
行
わ
れ
た
〃
千
歳
川
放
水
路
道
民
フ
ォ
ー
ラ

ム
〃
で
長
良
川
河
口
堰
に
反
対
す
る
会
の
天
野

礼
子
さ
ん
と
再
会
を
し
た
い
気
持
が
あ
っ
た
か

ら
で
す
。
彼
女
の
講
演
に
は
生
活
者
と
し
て
の

訴
え
が
あ
り
、
大
変
共
鳴
す
る
も
の
が
あ
り
ま

し
た
。さ

て
、
集
会
そ
の
も
の
は
、
雨
の
降
る
中
、

二
時
間
余
り
も
延
々
と
続
く
反
対
ア
ピ
ー
ル
、

い
く
ら
有
名
、
知
名
人
多
し
と
言
え
ど
も
、
疲

れ
ま
し
た
よ
。
そ
れ
だ
け
自
然
破
壊
が
末
期
症

長
良
川
河
口
堰
反
対

デ
モ
に
参
加
し
て

EVENT

NEWS

各地から
このコーナーに

お便り下さい

600字前

ス
ト
ッ
プ
ゴ
ル
フ
場
北
海

道
交
流
集
会
に
参
加
し
て

ユ
ウ
パ
リ
コ
ザ
ク
ラ
の
会

水
尾
君
尾

集
会
は
十
二
月
一
日
、
百
人
以
上
の
人
を
集

め
て
、
札
幌
市
民
会
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。

本
州
の
大
手
企
業
資
本
の
植
民
地
に
な
っ
て

し
ま
っ
た
と
も
言
え
る
北
海
道
の
ゴ
ル
フ
場
や

リ
ゾ
ー
ト
開
発
で
、
地
域
が
傷
つ
き
、
歪
ら
れ
、

病
ん
で
い
る
こ
と
を
問
題
提
起
し
て
い
る
市
町

村
は
七
十
団
体
に
増
え
て
い
ま
す
。
道
内
の
各

状
だ
と
い
う
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
腹
に
す
え

か
ね
て
、
大
声
で
呼
び
た
い
人
が
ど
れ
程
い
る

か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
日
本
中
歩
い
て
、
川
と
い

う
川
は
み
な
殺
さ
れ
、
残
る
只
一
本
の
川
、
長

良
川
を
守
り
た
い
叫
び
、
私
は
苫
小
牧
の
か
か

え
る
千
歳
川
放
水
路
問
題
に
か
ら
み
痛
く
心
に

ひ
び
き
ま
す
。
ダ
ム
や
堰
を
を
つ
く
っ
て
魚
が

死
に
、
川
が
臭
く
な
っ
て
川
が
死
ん
で
い
く
姿

は
数
多
く
聞
い
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
で
も
な
お

河
川
改
修
工
事
が
あ
と
を
た
た
な
い
の
は
な
ぜ

で
し
ょ
う
。
何
が
原
因
な
の
で
し
ょ
う
。
川
の

専
門
家
、
い
や
川
と
共
に
生
き
て
い
る
生
活
者

に
聞
き
た
い
の
で
す
。
川
は
ど
う
し
た
ら
良
い

の
で
す
か
。
私
達
人
間
が
生
き
ぬ
く
た
め
一
体

ど
う
し
た
ら
良
い
の
で
す
か
…
…
川
は
あ
る
が

ま
ま
が
一
番
な
は
ず
な
の
で
す
が
…
…
。

地
域
か
ら
様
全
な
取
り
組
み
の
事
例
と
深
刻
な

現
況
報
告
が
二
十
六
団
体
か
ら
話
さ
れ
ま
し

た
。
弟
子
屈
町
コ
タ
ン
か
ら
の
報
告
は
「
男
は

出
稼
ぎ
で
留
守
に
な
る
。
残
っ
た
子
供
と
女
た

ち
が
署
名
を
集
め
た
り
、
集
会
を
開
く
中
心
に

な
っ
て
地
域
で
動
い
て
い
る
。
大
地
は
誰
の
も

の
か
、
先
住
民
と
い
う
言
葉
が
使
え
る
の
な
ら

ア
イ
ヌ
人
に
土
地
を
返
し
て
ほ
し
い
」
と
、
切
全

と
訴
え
て
お
り
、
胸
が
詰
ま
り
ま
し
た
。
江
別

の
水
を
守
る
会
で
は
千
歳
川
に
飲
料
水
と
し
て

頼
っ
て
い
る
下
流
の
江
別
市
民
に
と
っ
て
は
、

上
流
域
で
ゴ
ル
フ
場
が
十
八
、
そ
の
他
に
計
画

が
十
五
も
あ
る
。
下
水
終
末
処
理
場
が
（
千
歳
．

恵
庭
・
広
島
）
三
シ
も
あ
る
事
を
あ
げ
、
河
川

の
汚
濁
・
汚
染
を
食
い
止
め
よ
う
と
河
川
の
下

流
か
ら
・
コ
ル
フ
場
反
対
を
求
め
ま
し
た
。
生
活

環
境
を
守
る
た
め
森
林
や
河
川
に
つ
い
て
、
行

政
区
域
の
管
轆
に
も
う
限
ら
ず
、
上
流
か
ら
下

流
ま
で
ト
ー
タ
ル
に
考
え
て
い
き
た
い
も
の
で

す
。
そ
し
て
、
国
民
の
国
有
林
を
残
す
た
め
に

も
ヒ
ュ
ー
マ
ン
グ
リ
ー
ン
プ
ラ
ン
の
不
必
要
性

や
、
リ
ゾ
ー
ト
法
の
廃
止
を
急
ぎ
た
い
も
の
で

す
。

地
域
の
人
間
の
ふ
れ
合
い
を
壊
す
、
地
域
の

活
性
化
に
な
ら
な
い
ゴ
ル
フ
場
や
リ
ゾ
ー
ト
開

発
に
反
対
の
声
が
続
出
で
し
た
。
地
域
住
民
の

代
理
人
と
し
て
環
境
議
員
を
ひ
と
り
で
も
多
く

議
会
へ
送
り
込
む
こ
と
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

か
ら
考
え
る
の
も
大
切
な
事
で
は
、
と
思
い
ま

し
た
。

「
大
雪
山
て
つ
ぺ
ん

コ
ン
サ
ー
ト
」

う
た
ご
え
サ
ー
ク
ル
春
の
森

並
木
真
紀
子

自
然
の
大
切
さ
を
テ
ー
マ
に
歌
を
歌
お
う
と

結
成
さ
れ
た
「
春
の
森
」
。
昨
年
九
月
に
「
大
雪

と
石
狩
の
自
然
を
守
る
会
」
か
ら
の
招
き
で
、

大
雪
山
の
す
ば
ら
し
さ
と
、
そ
の
自
然
を
破
壊

す
る
も
の
へ
の
怒
り
を
歌
い
上
げ
た
「
風
の
ふ

れ
大
雪
を
走
る
」
の
旭
川
公
演
と
翌
日
の
黒
岳

で
の
「
大
雪
山
て
つ
・
へ
ん
コ
ン
サ
ー
ト
」
に
参

加
し
た
。

大
雪
山
に
生
息
す
る
数
多
く
の
動
物
や
植
物

た
ち
に
季
節
ご
と
の
自
然
の
恵
み
を
届
け
る

「
風
の
ふ
れ
」
は
、
そ
の
自
然
を
破
壊
始
め
た

人
間
に
対
し
て
怒
り
、
そ
の
働
き
を
止
め
て
し

ま
う
。
１
１
雪
よ
降
り
つ
も
れ
き
ず
つ
い
た

森
の
上
に
・
・
・
…
人
間
が
つ
く
っ
た
傷
の
上
を

…
…
昔
の
よ
う
に
生
命
か
が
や
か
せ
た
大
雪
に

な
る
ま
で
Ｉ
そ
し
て
、
ｌ
ふ
た
た
び
風
の

舟
を
動
か
す
の
は
誰
１
１
雪
の
中
に
埋
も
れ
て

動
か
な
く
な
っ
た
風
の
舟
を
動
か
す
の
は
誰
１

１
と
、
問
い
続
け
て
幕
は
下
り
る
。

紅
葉
し
始
め
た
黒
岳
を
登
り
山
頂
に
立
っ
た

時
、
も
う
冬
を
知
ら
せ
る
そ
の
風
を
全
身
に
受

け
な
が
ら
人
間
は
こ
の
雄
大
な
自
然
の
中
で
、

そ
の
恵
み
を
受
け
な
が
ら
生
か
さ
れ
て
い
る
の

だ
と
、
語
り
か
け
て
い
る
そ
の
声
を
感
動
を
も

っ
て
聞
く
こ
と
の
で
き
た
一
日
で
あ
っ
た
。
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蝋
尚
蕊
襲
織
灘
辱
露
蹴
溝
蕊

錘【 塞今遙崗琴霧騨侭鐸琴．…'避・･苧奄‘舞塞蕊葛嘩も､色哨嘘野露
エ

ー戸一一＝

露群吾雰奄

.■■■■■■
＝＝一M 師

｜ 北海道自然保護連合牛催
、

(仮称)､北の森を守る全道交流集会"ヘ.／
3月15B(B) amlO:00～pm4:00
札幌市民会館

とき

ところ
Ｆ

申

・

ｂ

ｆ

当蓮合では、「北海道自然保護シンポジウム」を度々行っていましだ。これを復活させ、
今おしよせる乱開発の波の防波堤造りをしようと思います。多数ご参加下さい。

担当壷753-4758〈室岡）

画

ｐ

Ｐ

画

・

祖

聖

子

と

毛

色
－｡
＝■＝ 向猛 r

○
道
央
地
区
勤
労
者
山
岳
連
盟
主
催

講
演
会
「
自
然
と
と
も
に
ｌ

ア
イ
ヌ
文
化
に
つ
い
て
」

時
１
月
配
日
㈹
午
後
７
時
～

所
札
幌
市
教
育
文
化
会
館

（
場
所
が
変
わ
る
こ
と
も
あ
る
）

講
師
北
海
道
ウ
タ
リ
協
会
理
事

小
川
亮
吉
氏

内
容
自
然
と
と
も
に
生
き
て
き
た

ア
イ
ヌ
の
文
化
を
通
じ
て
、
自
然
の

豊
か
さ
、
大
切
さ
を
知
る
。

問
合
せ
剛
。
４
７
５
８
（
室
岡
）

○
北
海
道
自
然
保
謹
協
会
主
催

観
察
会
「
雪
の
観
察
会
」

時
２
月
２
日
旧

午
前
加
時
～
午
後
２
時

集
合
場
所
北
大
低
温
科
学
研
究
所

前
駐
車
場
（
北
珊
条
西
８
丁
目
）

観
察
場
所
同
研
究
所
付
近

講
師
同
研
究
所
助
手
福
沢
卓
也
氏

持
ち
物
昼
食
。
防
寒
服
。
長
靴
等

内
容
雪
を
じ
っ
く
り
観
察
し
知
り

尽
く
す
こ
と
は
、
北
海
道
人
の
必
須

課
目
。
雪
ま
つ
り
も
い
い
で
す
が
、

ま
ず
は
雪
を
知
る
こ
と
で
す
。
お
弁

４
日
０
、
‐
１
．
Ｏ
Ｐ
Ｐ
‐
Ｏ
Ｌ
映
陣
津
持
，
，
１
，
１
Ｆ
Ｉ
Ｉ
Ｊ
Ｉ
ｌ
１
ｌ

蕊
鑿
‐
罪
‐
ｉ
」
冒
誇
↓
」
”
！
〃
；
罰
・
，
謹
縁
露
悪
鰯
國
鎧
罰
鰯
雲
麹
翻
認

－

当
持
参
で
、
雪
穴
で
食
べ
ま
し
ょ
う
。

美
味
し
く
食
べ
ら
れ
ま
す
よ
。

問
合
せ
加
・
５
４
６
５協

会
事
務
所

講
演
会
「
北
海
道
の
リ
ゾ
ー
ト

開
発
を
考
え
る
Ｉ
地
域
活
性
化

へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
」

時
２
月
８
日
出

午
後
１
時
～
４
時

所
札
幌
市
教
育
文
化
会
館

（
北
１
条
西
咽
丁
目
）

講
師
①
拓
銀
総
合
研
究
所
部
長

高
村
慎
介
氏

②
北
海
道
開
発
問
題
研
究
会

部
長
五
十
嵐
智
嘉
子
氏

演
題
①
大
規
模
開
発
の
地
域
経
済

に
与
え
た
影
響
．
②
農
村
リ
ゾ
ー
ト

ー
北
海
道
に
お
け
る
背
景
と
具
体
的

方
法

問
合
せ
右
に
同
じ

「
ゴ
ル
フ
場
ス
ト
ッ
プ
法
的
対
応

の
す
べ
て
」

岩
田
蕪
・
編
著
リ
サ
イ
ク
ル
文

化
社
一
、
八
○
○
円

内
容
国
土
法
違
反
で
告
発
・
住
民

“
僻
》
欝
沌
《
ツ
ポ
湾
“
，
霊
蕊
駕
岸
．
蕊
封
溌
蕊
蕊
蕊
溌

D

P

上

蕊
譲
惠
喪
謬
縫
靜
患
麗
鴬
蕊
蕊
蕊
溌
蕊
謹
蕊
蕊
噸
噸
歳
醗
蕊
驚
溌
感
３
》

雑
唾
端
鰄
勵
誰
誠
訴
魂
和
暇
湖
榊
Ⅷ
》印缶

他
、
全
十
五
講
及
び
資
料
編
か
ら
な
啄鍔錘

る
。
寧

評
こ
の
本
は
ゴ
ル
フ
場
は
も
ち
ろ
》
《
ゞ輔弓

ん
他
の
開
発
事
業
ス
ト
ッ
プ
に
も
お
〕
一
一》望

お
い
に
役
立
つ
も
の
で
、
こ
れ
ま
で
一
雄
一

の
自
然
保
護
運
動
の
弱
点
と
も
言
わ
蝉

れ
て
き
た
法
律
面
で
の
ア
プ
ロ
ー
チ
《
部》耐
ず

に
自
信
が
つ
く
必
読
の
書
。
素
人
に
一
〉

わ
か
り
や
す
く
簡
潔
に
書
か
れ
て
い
垂

る
の
が
ア
リ
ガ
タ
イ
。
》
〆

「
実
験
ど
う
ぶ
つ
の
解
放
」

ひ
げ
と
し
っ
ぽ
Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
①

な
か
の
ま
き
こ
著
カ
タ
ツ
ム
リ
社

一
、
四
○
○
円

電
話
慨
（
畑
）
６
７
３
９

評
手
書
き
文
字
、
イ
ラ
ス
ト
、
写

真
を
使
っ
た
若
さ
あ
ふ
れ
る
力
作
。

動
物
実
験
問
題
は
、
欧
米
で
は
全
国

民
的
運
動
で
あ
る
が
、
我
日
本
で
は

ま
だ
ま
だ
マ
イ
ナ
ー
。
し
か
し
こ
の

本
を
見
て
い
る
と
、
今
後
若
い
人
た

ち
が
、
日
本
の
エ
コ
ロ
ジ
ー
運
動
を

確
実
に
発
展
さ
せ
る
予
感
が
し
て
く

ヲ
（
》
０

ｂ
正
８
凸
Ｉ
ｊ

Ｆ
ｊ
【
野
弘

５
１
１

ｒ
卜
‐
け
Ｉ
ｋ
０
１
と
旧
ｐ
贋
廿
ロ
“
匂

杁；
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たのでちょっとホッとして

おります。

世はリゾート開発たけな

わの激動期でありますの

で、リゾート問題が主にな

りますが､ヒタヒタとこの

美しい北海道に向って進ん

できているのがゴミ問題だ

と思います。どうぞこの情

報についてもお寄せ下さ

い｡以前から早来が､最近は

伊達で深刻化しています。

新聞等では､釧路、広島､占

冠､小樽などの様子が伝え

られています。では今後と

も北の自然をよろしく11

編集後記
L ｢■ ロー■q

■砂

Ｊ

ザ
Ｆ
１

耐
芦
嚇
″

『
私
皿
叱、

洲
配

Ｌ

蹄

い
商
凹
、

〃
も

、４
恥
鶏

昭

心
ｈ
歴
睡

蕾
↑
融
曜

1

昨年、 6月より事務局の

人手不足により機能がほと

んど停止した状態にあり、

それにつれ、この「北の自

然」の発行もたいへん遅く

なりまして、本当に申しわ

けありませんでした。

私がこの編集作業の役目

を負ったのが11月中旬で、

それから約2カ月間、不安

の中で苦戦してまいりまし

た。47号の編集後記で約束

されていた「来年度はヒュ

ーマングリーンプラン特集

を」を、本号で何とか果せ
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昨年はいろいろとお世話になり

‘､uからお礼申し上げます。

今年もよろL<お願い申し上げます。
平成4年元旦

編集係からのお願い
北の自然

NO49

1992． 1
■EVENT・NEWS/こんな行事に参加して

こんな事を考えた． ･ ･ ･を600字程度で。

■INFORMATION/イベント情報他、会

（個人も）の活動の呼びかけなどを。簡略にま

とめて。

■アピール／訴えたいこと、考えたこと、アドバ

イス等。500字～1000字

■その他現地調査報告、表紙用写真、研究成果な

ど、貴重な原稿資料をお寄せ下さい。

送り先。連絡先

〒066千歳郵便局私書箱14号「北の自然」

編集室aO123-29-2433(平井）

1992年1月22日発行

発行所北海道自然保護連合札幌市東区北20条東
1丁目前田ビル203

発行人稲田孝治

編集平井百合子井山浩一

｢北の自然｣連絡先〒066千歳郵便局私書箱14号
丑0123-29-2433

郵便振替：小樽1－4071

賛助会費：年間3,000円

印刷所：㈱北海道機関紙印刷所

登山

キャンピング

カヌー

アウトドア用品

秀岳荘店撚遵9曲③
営業時間/AM10?00～PM7:00定休日／毎週月曜日

札幌本店札幌市北区北12条西3丁目恋（011)726-1235
旭川店旭川市7条8丁目左2号冠（0166)23-3416

（専用駐車場完備）

16


